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この時間は� �
本研究センターは 2025-2028中期計画を策定し，今年度はその 1年目となりまし
た．研究センターの概要を紹介し今年度の事業を総括します．� �
研究センターの概要

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：
• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/
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https://www.hosei.ac.jp/media/research/
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
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2025-2028中期計画

� �
研究センターのミッションが研究支援と主体的研究の推進の両輪であることを踏
まえ，計算科学，AI・データサイエンスの研究基盤を整備し，AIの進展を見据え
た研究をグローバルな視点で推進する．� �
• 計算科学と AI・データサイエンスの研究基盤の整備
• AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
• 学内外・企業との共同研究の推進
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2025-2028中期計画の実行計画

• 計算科学と AI・データサイエンスの研究基盤の整備
◦ 研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整備
◦ 研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備
◦ 研究成果のオープン化

• AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
◦ 計算科学分野における AI活用
◦ AIを活用した教育支援システムの開発と実践

• 学内外・企業との共同研究の推進
◦ 共同研究の実施
◦ 学会等研究コミュニティへの貢献
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アウトライン

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整備

ラボラトリ
(lab2022)

35 の研究プロジェクトで利用
されている

可視化

サーバ/ライセンス使用状況を次期 lab2027 の検討の基礎資料とする

ソフトウェア整備の成果例

He と H の 3 体再結合レートの計算結果: H. Suno, Few-Body
Systems, Vol. 66, pp.1-10, 2025
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研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備

プログラム高速化支援
• SPH-DEM:堤防の越
流破壊解析手法

白石夏菜,ラップブロック工法擁壁の
振動台実験と解析, 2025 年度都市環境
デザイン工学専攻修士論文概要

GPUを利用した MATLAB並列処理セミナー開催 (10/31)

セミナー後のアンケート結果抜粋
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研究成果のオープン化

研究報告発行 シンポジウム開催

Program

情報メディア教育研究センター シンポジウム2026情報メディア教育研究センター シンポジウム2026

が変える

法政大学 市ケ谷キャンパス外濠校舎 S306
13：30 -17：00

20263.3Tue
主催： 法政大学 情報メディア教育研究センター
 https://www.hosei.ac.jp/media/research/
 activity/symp2026/

後援： 大学ICT推進協議会，教育システム情報学会，
エビデンス駆動型教育研究協議会，学習分析学会

申込： https://bit.ly/rccms-symp2026 
締切： 2026年2月24日（火）17:00

（情報交換会への参加は2月17日（火）17:00で締め切ります）

問合先： media-symp2026@ml.hosei.ac.jp

法政大学情報メディア教育研究センターでは、「生成AIが変え

る大学・企業と学びのかたち」をテーマとしたシンポジウムを

対面開催いたします。本シンポジウムでは、大学教育や研究、

企業活動における生成AIの先進的な利活用事例や研究成果を

共有し、これからの学び方・働き方・人材育成

の姿について多角的に議論します。研究者、

教員、学生、関連企業・団体の皆様のご参加

を心よりお待ちしております。 

13:30‒13:35 開会挨拶　松尾 由賀利 （学術支援本部担当 業務執行理事）

13:35‒14:20 招待講演‒1
  生成AI時代の高等教育

坂村　 健 （東洋大学 INIAD cHUB 機構長／東京大学 名誉教授
／YRPユビキタス・ネットワーキング研究所 所長）

- 休憩 5分 -

14:25‒15:10 招待講演‒2 
  ソニーにおけるAI民主化とAI Transformationについて

大場 正博 （ソニーグループ株式会社 デジタル&テクノロジープラットフォーム
AI Acceleration 部門 部門長
／Sony Outstanding Engineer 2023）

平野 太一 （ソニーグループ株式会社 デジタル&テクノロジープラットフォーム
AI Acceleration 部門 テクニカルソリューションアーキテクト
／Sony Outstanding Engineer 2023）

- 休憩 5分 -

15:15‒16:55 研究プロジェクト成果報告
・ 2025年度研究センター活動報告

上田　 浩 （情報メディア教育研究センター 副所長 教授）
・ 計算科学技術およびVRソフトウェア技術に関する研究報告

数納 広哉 （情報メディア教育研究センター 教授）
・ フロイト構造論から考える大規模言語モデルのトレーニング哲学

呉　　 謙 （情報メディア教育研究センター 准教授）
・ LLMを用いた科目ー概念二層グラフによる大学カリキュラムの地図化

梅本 陸央 （理工学部／情報メディア教育研究センター 臨時職員）
・ ソーシャルロボットとAIによる実験室支援

佐藤 有哉 （情報科学研究科／情報メディア教育研究センター RA）

16:55‒17:00 閉会挨拶　岩月 正見 （情報メディア教育研究センター 所長）

18:00‒20:00 情報交換会
市ケ谷キャンパス周辺で開催予定　会費制 6,000 円
★2026年2月17日（火）17:00までの事前申し込み必要

参加費
無料

 大学・企業と学びのかたち
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アウトライン

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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計算科学分野における AI活用

xR・AI技術による教育支援

開発アプリ「Virtual Hydrogen」の応用物理学の授業で
のデモ (理工学部電気電子工学科)

AIと HPC
• AIで主流の Python
と高い計算速度と
信頼性を持つ
Fortranの連携につ
いて調査

• PyTorchの性能測
定を実施

VR酔いの評価実験
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AIを活用した教育支援システムの開発と実践

Wordhyve

語学学習のためのカスタム Chatbot の開発と評
価: Ludwigsburg University of Educationとの共同
研究 (Kensuke Akao et al, CELDA2025)

ボトムアップ+データサイエンス教育の改善 (基盤 C)

• 学修目標は提示されている
• 評価方法は各大学まかせ
• ID(Instructional Design)と生成 AI
を活用した問題の開発

• 全学共通「データサイエンス
入門 A/B」における評価

Human Robot Interaction: ソーシャルロボット ×教育支援

伊藤心愛,上田浩,感情に寄り添ったコミュニケーション支援を目的としたソーシャルロボットのマルチモー
ダル感情推定,法政大学科学技術フォーラム 2026 (最優秀発表賞受賞) 17



アウトライン

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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共同研究の実施

兵県大・核融合科学研究所

科学可視化ソフト VOIR の開発

京大・国立教育政策研究所

データ駆動型教育実現に向けたポリシー検討
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共同研究の実施

法政大学 IIST

Diffusion モデルを活用したコンテンツ生成 (Yufei Gao et.al, ICOINP2025)

Üniversitem Hacettepe(トルコ)訪問

Univerza v Mariboru(スロベニア)からの訪問

清華大学訪問
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学会等研究コミュニティへの貢献

KES2025 Invited Session

https://kesis.media.hosei.ac.jp/2025.html

エビデンス駆動型教育研
究協議会

https:

//ederc.jp/2025/06/20250629_sig5/

CG・可視化研究会

https://idolab.sakura.ne.jp/IDOLAB/
caveken/cave-107.html
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2025年度専任所員の業績

論文 4
国際会議論文 6
国内研究会論文 9
基調講演,招待講演 2
受賞 3∗

修士論文・卒業論文審査 1
研究会・セッション主催 3

∗令和 7年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞（開発部門）「機関別管理機能を有する大学
共通教材学習管理システムの開発」を含む
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
AIの進展を見据えた計算科学，教育支援システムの研究開発と実践
学内外・企業との共同研究の推進
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：
• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい

Join us!
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：
• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい

Join us!
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How to join?

2026 年 2 月 26 日 

関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 岩月 正見 

法政大学 情報メディア教育研究センター 研究報告 Vol. 41  

投稿募集［2026 年 3 月 13 日 締切］ 

 

法政大学 情報メディア教育研究センターでは、情報技術とメディアを活用した教育・研究の成果なら

びにその過程で得られた知見を報告することを通じ、情報技術とメディアの活用の啓蒙を行うことを目

的に、紀要「法政大学情報メディア教育研究センター研究報告」を発行しております。以下の通り本紀

要の Vol. 41 の投稿を募集いたします。ラボラトリの利用有無に関わらず、情報技術やメディアの教育

と研究に関する研究論文、サーベイ／解説、事例／調査報告／テクニカルノート、研究・開発プロジェ

クト報告を広く募集しています。投稿期限は 2026 年 3 月 13 日（金）です。投稿いただいた論文は J-

STAGE にて公開されます。 

 

投稿方法 

執筆にあたっては、法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領をご一読のうえ、必ず研

究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版)をご利用いただき、投稿システムからご投稿ください。研究

報告は SIST02 形式の参考文献リストを含むものとなっていることにもご留意ください。 

 

法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領(2022 年 1 月 24 日改正) 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/4393/4310/bulletin_howtosubmit.pdf 

研究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版) 

Microsoft Word 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/7116/7178/2410/BRCCMS_template_dotx_ver.3.zip 

LaTeX 

https://github.com/media-hosei-ac-jp/brccms-latex/releases/latest 

SIST02 形式の参考文献記載例 

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/12003258/jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/sist

02.htm#ST02_5 

RefWorks による SIST02 形式の参考文献リストの作成 

https://media-hosei.atlassian.net/wiki/spaces/LAB/pages/2690973697/RefWorks+SIST02 

投稿システム 

https://www.editorialmanager.com/rccms-hosei/ 

https://www.hosei.ac.jp/media/research/activitiy/cfp_bulletin_vol41/

2026 年 2 月 26 日 

関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 岩月 正見 

情報メディア教育研究センター 2026 年度 研究プロジェクト募集 

平素は本センターの研究活動に対し格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。本センターは、大規模

情報システム、情報メディア教育システムの研究開発を推進し、情報メディアを活用した教育の企画・立

案・実施の支援及び業務への支援を行うことにより、メディア基盤に係わる教育・研究の発展と情報技術

の活用を図ることを目的として設置され、事業を行っております。研究の実施においては最先端のラボ

ラトリが活用されています。 

 

ラボラトリ(lab2022)のご利用は、年度ごとの研究プロジェクトによるものとしております。2026 年度の

研究プロジェクトを以下の通り募集いたします。 

概要 

申請にあたっては下記をご確認ください。 

・プロジェクト代表者：本学教員のみ 

・募集期間：通年 

・年度ごとの申請が必要です。前年度からの継続プロジェクトの場合は前年度と同じ内容でご応募くだ

さい。 

・1 教員につき複数プロジェクトの申請ができます。 

・年度末にプロジェクトごとに利用報告の提出が義務付けられています。 

プロジェクト申請方法 

プロジェクト申請ができるのは、代表者となる法政大学の教員に限られます。 

1. 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 セ ン タ ー サ ポ ー ト デ ス ク （ https://media-

hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にアクセスしてください。 

2.画面右上「ログイン」より、サポートデスクアカウント（※ラボラトリアカウントとは異なります）で

ログインしてください。 

 ◎初回はサインアップが必要ですので、法政大学のメールアドレス（@hosei.ac.jp）でアカウントを作

成してください。 

3.「情報メディア教育研究センター サポートデスク」-「プロジェクト代表者申請」を選択し、必要項目

を入力してください。 

 ◎プロジェクト代表者申請を受け付けた後、アカウントの権限を変更した上でセンターより改めてご

連絡差し上げます。 

4.サポートデスク（https://media-hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にログインした状態
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How to join?
2026 年 2 月 26 日 

関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 岩月 正見 

法政大学 情報メディア教育研究センター 研究報告 Vol. 41  

投稿募集［2026 年 3 月 13 日 締切］ 

 

法政大学 情報メディア教育研究センターでは、情報技術とメディアを活用した教育・研究の成果なら

びにその過程で得られた知見を報告することを通じ、情報技術とメディアの活用の啓蒙を行うことを目

的に、紀要「法政大学情報メディア教育研究センター研究報告」を発行しております。以下の通り本紀

要の Vol. 41 の投稿を募集いたします。ラボラトリの利用有無に関わらず、情報技術やメディアの教育

と研究に関する研究論文、サーベイ／解説、事例／調査報告／テクニカルノート、研究・開発プロジェ

クト報告を広く募集しています。投稿期限は 2026 年 3 月 13 日（金）です。投稿いただいた論文は J-

STAGE にて公開されます。 

 

投稿方法 

執筆にあたっては、法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領をご一読のうえ、必ず研

究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版)をご利用いただき、投稿システムからご投稿ください。研究

報告は SIST02 形式の参考文献リストを含むものとなっていることにもご留意ください。 

 

法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領(2022 年 1 月 24 日改正) 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/4393/4310/bulletin_howtosubmit.pdf 

研究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版) 

Microsoft Word 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/7116/7178/2410/BRCCMS_template_dotx_ver.3.zip 

LaTeX 

https://github.com/media-hosei-ac-jp/brccms-latex/releases/latest 

SIST02 形式の参考文献記載例 

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/12003258/jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/sist

02.htm#ST02_5 

RefWorks による SIST02 形式の参考文献リストの作成 

https://media-hosei.atlassian.net/wiki/spaces/LAB/pages/2690973697/RefWorks+SIST02 

投稿システム 

https://www.editorialmanager.com/rccms-hosei/ 
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関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 岩月 正見 

情報メディア教育研究センター 2026 年度 研究プロジェクト募集 

平素は本センターの研究活動に対し格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。本センターは、大規模

情報システム、情報メディア教育システムの研究開発を推進し、情報メディアを活用した教育の企画・立

案・実施の支援及び業務への支援を行うことにより、メディア基盤に係わる教育・研究の発展と情報技術

の活用を図ることを目的として設置され、事業を行っております。研究の実施においては最先端のラボ

ラトリが活用されています。 

 

ラボラトリ(lab2022)のご利用は、年度ごとの研究プロジェクトによるものとしております。2026 年度の

研究プロジェクトを以下の通り募集いたします。 

概要 

申請にあたっては下記をご確認ください。 

・プロジェクト代表者：本学教員のみ 

・募集期間：通年 

・年度ごとの申請が必要です。前年度からの継続プロジェクトの場合は前年度と同じ内容でご応募くだ

さい。 

・1 教員につき複数プロジェクトの申請ができます。 

・年度末にプロジェクトごとに利用報告の提出が義務付けられています。 

プロジェクト申請方法 

プロジェクト申請ができるのは、代表者となる法政大学の教員に限られます。 

1. 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 セ ン タ ー サ ポ ー ト デ ス ク （ https://media-

hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にアクセスしてください。 

2.画面右上「ログイン」より、サポートデスクアカウント（※ラボラトリアカウントとは異なります）で

ログインしてください。 

 ◎初回はサインアップが必要ですので、法政大学のメールアドレス（@hosei.ac.jp）でアカウントを作

成してください。 

3.「情報メディア教育研究センター サポートデスク」-「プロジェクト代表者申請」を選択し、必要項目

を入力してください。 

 ◎プロジェクト代表者申請を受け付けた後、アカウントの権限を変更した上でセンターより改めてご

連絡差し上げます。 

4.サポートデスク（https://media-hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にログインした状態
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